
 

 

 

 

 

 
 

  

目標の実現に向けた 

施策の展開 
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人間が原因で生じる様々な問題に国際社会が協力して取り組むため、2015 年（平成 27 年）９月の国連

サミットで「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択されました。このアジェンダは、すべて

の国がともに取り組むべき目標であり、その中に「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」として 2030 年（令

和 12 年）までに達成すべき 17 の目標と 169 のターゲットが掲げられました。これらの目標を達成するた

めには環境だけでなく、環境・社会・経済のつながりを考え解決してくことが大切になります。 

環境分野においては特に「目標６（水）」「目標７（エネルギー）」「目標 12（生産・消費）」「目標 13（気

候変動）」「目標 14（海洋）」「目標 15（生態系・森林）」への関わりが深くなっています。 

 

第１節 施策展開の基本的な考え方 

 

前章に掲げた本市の望ましい環境像である「人と自然がつながる、未来へつながる 環境都市くしろ」

と、基本目標である「脱炭素社会の形成」「循環型社会の形成」「自然との共生社会の実現」「住み良い生

活環境の確保」「環境教育・環境保全活動の推進」の実現を目指すため、目標ごとに基本施策を掲げ、こ

れに沿った取り組みと具体的な目標値を示します。 

また、本計画に基づく取り組みはＳＤＧｓで示されている 17のゴール達成に貢献するものでもある

ことから、基本施策ごとにＳＤＧｓとの関連性を示し、ＳＤＧｓの概念の理解促進や市民・事業者への

率先的な取り組みを促していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＤＧｓの目標 

 
１ 貧困をなくそう 

 
10 人や国の不平等をなくそう 

 
２ 飢餓をゼロに 

 
11 住み続けられるまちづくりを 

 
３ すべての人に健康と福祉を 

 
12 つくる責任、つかう責任 

 
４ 質の高い教育をみんなに 

 
13 気候変動に具体的な対策を 

 
５ ジェンダー平等を実現しよう 

 
14 海の豊かさを守ろう 

 
６ 安全な水とトイレを世界中に 

 
15 陸の豊かさも守ろう 

 

７ エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに  
16 平和と公正をすべての人に 

 
８ 働きがいも経済成長も 

 
17 パートナーシップで目標を達成しよう 

 
９ 産業と技術革新の基盤を作ろう 

 

出典：国際連合広報センター ウェブサイト 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは？ 



 

第２節 施策の体系 

 

望ましい環境像の実現に向けた取り組みを、以下の体系にまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

循環型社会の形成 

１  

２ごみの適正処理 
❶ごみの適正処理の推進 

❷ポイ捨て・不法投棄の防止 

❶  

❷バイオマスの利活用 

自然との共生社会の実現 

❶自然環境の保全 

❷鳥獣保護・管理の推進 

❸  

１生物多様性の確保 

２自然の持続可能な利用 
❶持続可能な農林水産業の推進 

❷歴史・文化的環境の保全 

１大気環境の保全 

住み良い生活環境の確保 

２水環境の保全 

４快適な生活環境の確保 

５良好な景観形成の推進 

６  

❶水質汚濁の防止 

❶騒音・振動の防止 

❶良好な景観の形成 

❶緑化による環境保全 

❷  

❶公害防止対策 

❷有害化学物質汚染の防止 

❶大気汚染・悪臭の防止 

３音環境の保全 

 

❶学校における環境教育の推進 

❷環境保全意識の向上 

❸環境情報の充実 

１環境教育・環境学習の推進 

２環境保全活動の推進 
❶  

❷  

基 本 施 策 基 本 目 標 施 策 の 方 向 性 

❶エネルギーの有効利用の推進 

❷  

❸脱炭素型のまちづくりの推進 

❹循環型社会の形成

❺  

脱炭素社会の形成 

１地球温暖化防止対策 

❶気候変動適応策の推進 
２気候変動適応策 

【釧路市地球温暖化対策地域推進計画】

【釧路市気候変動適応計画】
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